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東

京

玉

川

会

総

会

は

、

(

己

)

に

東

京

都

文

京

区

大
塚
の
「
苔
渓
会
館
」
で
関
か
れ
、
会
員
乃
名
が
出
寵
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
議
事
で
は
、
事
務
毘
か
ら
け
年
度
の
事
業
及
、
び
決
算
の

報
告
と
吃
年
箆
の
事
業
及
び
予
聾
(
案
)
が
提
探
芯
れ
原
案
の
と
お

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
会
長
に
大

木
吉
孝
芯
ん
(
高
須
釜
)
が
再
任
さ
れ
、
今
年
度
か
ら
幹
事

3
名
を

増
員
し
叩
名
と
な
り
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
会
員
と
村
関
係

て
懇
親
会
が
行
わ
れ
な

し
た
。ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
大
正
3

琴
奏
を
パ
ッ
ク
に
、
会
員
の

が
合
唱
し
た
り
、
大
和
田

の
日
本
舞
踊
な
ど
が
あ

玉
川
村
防
犯
協
会
設
立
総
会

今
年
か
ら
妨
犯
協
会
が
一
つ
に
な
り
ま
し
た

拐
犯
協
会
の
設
立

は
、
民
警
一
体
と
な

な
い
明
る
い
社
会
の
建
設
を
理
想

と
し
て
各
種
の
事
業
を
展
開
し
て

い
ま
す
が
、
一
方
、
村
内
じ
は
同

じ
目
的
を
持
ち
活
動
し
て
き
た
2

つ
の
防
犯
協
会
組
織
が
あ
り
ま
し

た
が
、
こ
の
問
、
防
犯
協
会
と
密

接
な
関
係
に
あ
る
警
察
機
関
で
は

村
内
に
あ
っ
た

2
つ
の
駐
在
所
が

統
合
さ
れ
、
警
察
の
窓
口
も
1
つ

に
な
り
、
村
内
統
一
さ
れ
た
防
犯

活
動
を
展
開
す
べ
く
2
つ
の
組
織

玉
川
村
防
犯
協
会
と

平成12年7月広報たまかわ

次
の
と
お

(
敬
称
略
)

役
員
が
決
ま
る

主』
ヱミ

理 冨日
ク 会

長

勝雄

林 TI針 吹 藤 部

編長~久功設f5

イ〉

小大小矢

クク'l ウ

久員三

イ〉

~奇塩石脊

徳金昭
四

吉雄郎

// 

野沢野本安fTlS出 森 貨

'l クイ〉そ〉'l 

水 塩大

'l ろ，'l 

光

様、

今か'l ク今

鈴

り
ま
し
た
。

玉
川
村
か
ら
は
、
車
田
村
長
は

じ
め
各
種
田
体
の
代
表
者
日
名
も

参
加
し
て
和
や
か
な
雰
悶
気
で
行

わ
れ
、
ふ
る
さ
と
の
思
い
で
話
や

近
況
に
つ
い
て
話
が
弾
ん
で
い
ま

し
た
。恒

開
の
、
お
楽
し
み
抽
選
会
で

辻
役
員
と
村
か
ら
の
特
産
品
な
ど

の
提
供
さ
れ
た
賞
品
が
当
選
さ
れ

た
会
員
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

の
役
員
改
選
は
、
役
員
が

全
員
再
任
さ
れ
ま
し
た
が
、
新
た

に
幹
事
3
名
が
増
え
、
森
清
春
さ

ん
、
首
藤
啓
介
さ
ん
、
野
崎
丈
英

き
ん
の
3
人
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
敬
都
路
〉

副会
今会

長長

(

A

r

)

 

和
男
(
小
高
出
身
)

宇
田
川
七
郎
(
北
須
輩
出
身
)

2 

夏
の
交
通
事
故

P

}

み
運
動

'l 。イ〉イ〉/ 
/ ク'l // ィシイ〉

大正考委でお議

運
動
の
舟
町
一
)

こ
の
運
動
は
、

や
行
楽
地

に
よ

の解
放
感

因
と
し

こ
の
時
期
に
多
発

こ
と
、
ま
た
、
子
供
が
樫
外

で
活
動
す
る
機
会
が
増
え
る
こ
と

か
ら
、
県
民
総
ぐ
る
み
で
そ
れ
ぞ

れ
の
交
通
意
識
を
高
め
、
交

ル
ー
ル
守
・
交
通
マ
ナ
i

付
け
る
こ
と
に
よ

の
防
止
を
悶
っ
て

重
点
実
施
要
項

• 
・
過
労
運
転
の
追
放

-
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
と
シ
:
ト

ベ
ル
ト

• 

違憲問著書

43人
48.3% 

亡

亡

一
兆
究

ば

も
れ
の
で

し
ゅ
む
い

て
る
で

し
れ
し
の

用
さ
用
も

議
想
議
る

を
予
を
れ

K
2
台」

L
s
々
C

ル
た
ル
椅
山

べ
つ
べ
予

ト
か
4
2
h
z

と

室長効泉a1¥')

効5裂な

交通死亡事故の大半話、悪費違反が原因で
発生しています。

3 



4 
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平
成
什
年
ア
周
辺
日
に
J
A
S
法

法
律
)
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
さ
ら
に
食
毘
表
示
の
充
実
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

判
断
材
料
と
し
て
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

食
品
の
表
示
の

充
実
強
化

食
品
の
多
様
化
、
産
地
の
多
角

化
が
急
速
に
進
む
中
で
、
商
品
に

関
す
る
事
実
、
価
格
が
正
し
く
消

費
者
に
伝
え
ら
れ
、
消
費
者
が
自

己
の
判
断
に
よ
り
適
切
に
商
品
選

択
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
の

拠
り
所
と
し
て
、
生
鮮
日
間
に
つ
い

て
は
原
産
地
等
、
加
工
食
品
に
つ

い
て
は
、
原
材
料
等
を
一
般
消
費

者
向
け
す
べ
て
の
飲
食
料
品
の
品

質
に
関
す
る
表
示
に
つ
い
て
、
そ

の
製
造
業
者
又
は
販
売
業
者
が
守

る
べ
き
基
準
を
定
め
ま
し
た
。

お
米
の
精
米
表
示
が

変
わ
り
ま
す

食
糧
法
「
食
糧
庁
精
米
表
示
基

(
農
林
物
語
の
規
格
化
及
び
昂
鍾
表
示
の
適
正
化
に
関
す
る

準
」
↓
J
A
S
法
「
玄
米
及
び
精

米
品
質
表
示
基
準
」
へ

記
載
方
法
に
つ
い
て
は
食
糧
庁

精
米
表
示
基
準
の
基
本
的
な
枠
組

み
を
踏
襲
し
て
お
り
、
産
地
・
品

種
・
産
年
の
3
点
セ
ッ
ト
表
示
を

基
本
と
し
、
農
産
物
検
査
法
等
に

よ
る
証
明
を
受
け
た
場
合
に
限
り

3
点
セ
ッ
ト
表
示
が
認
め
ら
れ
ま

す。
J
A
S
法
品
質
表
示
基
準
に
基

づ
く
表
示
が
義
務
化
さ
れ
、
玄
米

及
び
精
米
に
つ
い
て
は
平
成
日
年

4
月
1
日
か
ら
義
務
づ
け
ら
れ
、

平
成
お
年
3
月
白
日
ま
で
は
引
き

続
き
食
糧
庁
精
米
表
示
基
準
が
適

用
さ
れ
ま
す
。

M
V

一 お
麗
い
物
の
際
の

有
機
食
品
の

検
査
認
証
制
度
の
創
設

こ
れ
ま
で
、
有
機
農
産
物
の

表
示
に
つ
い
て
は
、
「
有
機
農
産

物
及
び
特
別
栽
培
農
産
物
に
係

る
表
示
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
制

定
し
、
表
示
の
適
正
化
を
図
っ

て
き
ま
し
た
が
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
は
強
制
力
を
持
た
な
い
た
め
、

不
適
切
な
「
有
機
」
表
示
が
氾

濫
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
改
正
J
A
S
法
の

も
と
、
有
機
農
産
物
及
び
有
機
農

産
物
加
工
食
品
の
規
格
を
定
め
、

第
三
者
機
関
に
よ
る
認
証
を
受
け

た
有
機
食
品
に
だ
け
「
有
機
J
A

S
マ
ー
ク
」
が
付
け
ら
れ
紛
ら
わ

し
い
表
示
に
つ
い
て
も
規
制
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

卓
球
個
人
ダ
ブ
ル
ス
男
子

卓
球
個
人
ダ
ブ
ル
ス
女
子

柔
道
女
子
科
均
級

平成12年ア月

平
成
ロ
年
度
中
学
校
体
育
連
盟

県
南
大
会
は
、

6
月
M
・
M
-
m

日
に
実
施
さ
れ
、
(
屋
外
の
野
球
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
雨
の
た
め
、

6

月
日
-
M
・
四
日
)
各
種
自
ご
と

に
県
南
地
方
・
各
地
を
会
場
に
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

上
佼
入
賞
は
、
次
の
と
お
り
で

す

。

(

敬

称

略

)

.
男
っ
す
卓
球
個
人
ダ
ブ
ん
ス

優
勝
岩
谷
直
紀

高
瀬
太
志
組
(
泉
中
)

.男7
7
剣

道

個

人

3
位
佐
藤
友
哉
(
泉
中
)

@
女
7
7
卓

球

団

体

3
位

須

釜

中

@
女
ヱ
J

卓
球
個
人
ダ
ブ
ル
ス

優
勝
矢
吹
礼
子

関
根
瞳
組
(
須
釜
中
)

石
森
美
加

木
一
戸
智
美
組
(
須
釜
中
)

広報たまかわ

3
位

矢
吹
さ

山
崎
さ
ん

&
v
女
ヱ
J

柔
道
団
体

3
位
泉
中

@
女
喜
一
柔
道
料
匂

優
勝
山
崎
か
お
る
(
泉
中
)

@
女
っ
す
柔
道
刊
匂

2
位
佐
藤
愛
子
(
泉
中
)

福島食糧事務所計薗流通諜

福富市浜田町 1-9

官 024-534-4141

流通消費係福島食糧事務所郡山支所

郡山市川向 128

~ 024-937-3980 

水
稲
航
空
防
除

始
ま
る

村
産
米
を
安
定
生
産
す
る
た
め

に
水
稲
の
い
も
ち
病
予
防
対
策
と

し
て
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
利
用
し

た
一
斉
防
除
を
6
月
n
H
に
実
施

い
た
し
ま
し
た
。

今
後
の
予
定
は
、

8
月
4
日・

8
月
四
日
の
2
回
実
施
と
な
り
ま

す
の
で
村
氏
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
雨
天
等
で
実
施
日
が
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

玉一小・交通安全子ども自輯車県南方部大会で健闘 票民スポーツ大会石川大会で熱戦

7月9日(日)仁、県民スポーツ大会:0)11大会が浅川町で開か
れました。

村からは、壮年ソフトボール、家麿バレーボール、卓球の撞
自で5チームが参加し熱戦を繰り広げられました。
家庭バレーボーんで小高チームが8月27日に岩瀬地区で開

かれる県中大会に出場が決まりました。
結果{去、次のとおり。

家躍バレーボール優勝
壮年ソフトボール 3f立
卓 球 3位

小高チーム 3位 中バレー愛招会
川辺壮年ソフト愛好会
玉川卓球クラブ

石川大会にて、黒南方部大会の出場権を得た玉)11第一小チー

ムが、 7月88C土)に郡山市の郡山連結免許センターで開かれ

た県南方部大会(小学校15チーム出場)で、自転車に関する学

科テスト、一般道路を模したコース走行などの技能テストに挑

み、日ごろ掌んだ学科や正しい運転技術を競技に遺憾なく発揮

し、屈体3i立と芯り 7母22日に福喜市の福島免許センターで

開かれる県大会に出場します。

また、{白人第3位にき毘透君、努力量に鈴木慎也君が入りま

した。

有機 JASマーク

登録認定機関名
民
)
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福
島
空
港
2
，
5
0
0
m

滑
走
路
全
面
供
用
開
始
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ジ
ャ
ン
ボ
(
7
4
7
)
機
、
が
戟
航

福
島
空
港
の
滑
走
路
2
，
5
0

0

m
へ
の
延
長
工
事
は
、
平
成
7

年
日
月
に
現
地
工
事
に
着
手
し
、

平
成
ロ
年
3
月
に
全
工
事
が
完
了

し
、
当
初
予
定
よ
り
8
か
月
も
早

い
全
面
供
用
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

7
月
日
日
の
供
用
開
始
式
で
は

供
用
開
始
テ
l
プ
カ
ッ
ト
・
く
す

玉
開
披
や
初
便
歓
送
で

J
A
L
や

A
N
A
の
機
長
な
ど
に
花
束
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

9
時
ぬ
分
に
は
、
大
阪
発
・
福

島
着
の
ジ
ャ
ン
ボ
機
が
初
め
て
福

島
空
港
に
就
航
し
、
エ
プ
ロ
ン
で

佐
藤
知
事
や
車
田
村
長
な
ど
が
歓

迎
の
出
迎
え
を
し
ま
し
た
。
就
航

し
た
ジ
ャ
ン
ボ
機
は
、
福
島
空
港

に
約
必
分
の
滞
在
を
し
、
そ
の
間

歓
迎
式
典
が
あ
り
、
機
長
や
搭
乗

者
な
ど
に
花
束
が
贈
ら
れ
た
後
、

日
時
加
分
頃
に
大
阪
に
向
け
飛
び

立
ち
ま
し
た
。

ボ
ケ
モ
ン
ジ
ェ
ッ
ト
も
就
航

弘
日
に
は
、
千
歳
空
港
か
ら
、

子
供
た
ち
に
人
気
者
の
ア
ニ
メ
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
ボ
ケ
モ
ン
が
機
体
に

措
か
れ
た
、
ポ
ケ
モ
ン
ジ
ェ
ッ
ト

機
が
就
航
し

2
，
5
0
0
m
滑
走

路
全
面
供
用
開
始
に
華
を
添
え
ま

し
た
。ポ

ケ
モ
ン
ジ
ェ
ッ
ト
機
は
、
7

月
M
日
(
木
)
か
ら
同
日
(
火
)
ま
で

の
5
日
間
就
航
し
て
い
ま
し
た
。

税
関
福
島
空
港
出
張
所
開
設

空
港
の
税
関
は
、

い
ま
ま
で
小

県
指
導
農
業
士
研
修
で
こ
ぶ
し
の
里
セ
ン
タ
ー
視
察

平
成
ロ
年
度
の
県
指
導
農
業
士

会
の
全
員
研
修
会
が
、
こ
の
ほ
ど

須
賀
川
市
で
開
催
さ
れ
、
県
内
の

農
業
指
導
士
約
1
0
0
人
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

研
修
内
容
で
あ
る
須
賀
川
地
域

管
内
農
業
の
優
良
事
例
と
し
て
、

本
村
の
こ
ぶ
し
の
里
セ
ン
タ
ー
を

視
察
し
た
も
の
で
す
。

角
田
所
長
か
ら
直
売
所
の
経
緯

や
運
営
方
法
、
そ
し
て
現
在
の
販

売
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た

後
、
参
加
者
は
出
荷
さ
れ
た
野
菜

を
真
剣
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

村
青
少
年
育
成
村
民
会
議
が
総
会
を
開
催

平成12年7月

村
青
少
年
育
成
村
民
会
議
総
会

は
、
去
る
6
月
お
日
に
開
催
さ
れ
、

役
員
の
欠
員
に
よ
る
後
任
者
に
、

区
長
会
副
会
長
の
矢
部
義
一
さ
ん

が
副
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
は
平
成
日
年
度
の
事
業
・

決
算
報
告
及
び
平
成
ロ
年
の
事
業

計
画
(
案
)
・
歳
入
歳
出
予
算
(
案
)

に
つ
い
て
す
べ
て
議
案
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

広報たまかわ

名
浜
税
関
支
署
か
ら
出
張
し
行
な

っ
て
い
ま
し
た
が
、
滑
走
路
が
2
，

5
0
0
m
全
面
供
用
開
始
に
伴

い
、
新
た
に
福
島
空
港
出
張
所
が

3
名
体
制
で
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

(
宮
町

1
1
3
3
)

主
食
で
あ
る
「
お
こ
め
」
を
安
定

し
て
消
費
者
の
皆
様
に
お
届
け
す

る
た
め
、
食
糧
庁
の
行
っ
て
い
る

「
備
蓄
」
を
ご
芥
じ
で
す
か
?

「
備
蓄
」
は
、
不
作
の
時
に
備
え

て
、
通
常
一
定
量
を
一
年
間
、
政

府
指
定
倉
庫
に
低
温
保
管
し
豊

作
・
不
作
等
の
影
響
を
極
力
緩
和

し
消
費
者
の
皆
様
に
、
「
安
定
し

て
」
・
「
安
全
な
」
お
米
を
、
供
給

す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
価
格
も
市

場
価
格
の
乱
高
下
を
防
止
す
る
こ

と
に
よ
り
安
定
し
ま
す
。

「
あ
な
た
の
肺
は
、

玉
川
村
食
生
活
改
善
推
進
員
ょ
っ

ば
の
会
で
は
、
本
年
度
「
分
煙
」
「
禁

煙
」
を
推
進
す
る
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
子
供
と
母
親
の
健
農
づ

く
り
の
活
動
と
し
て
、
親
子
が
集
ま

る
「
す
く
す
く
ク
ラ
ブ
」
や
「
予
防
接

種
」
な
ど
の
時
間
を
利
用
し
、
「
ヤ
ニ

ケ
ン
」
(
た
ば
こ
に
よ
り
体
が
ど
れ
く

ら
い
~
汚
れ
て
い
る
か
簡
易
に
判
定
で

き
る
試
薬
つ
い
た
試
験
紙
で
す
)
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
く
ば
り
、
分
煙
、
禁
煙

の
大
切
さ
を
P
R
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
お
母
さ
ん
か
ら
は
、

6 

き
れ
い
で
す
か
」

く
、
家
で
試
し
て
み
よ
う
」
と
い
う
意

見
も
多
く
「
ヤ
ニ
ケ
ン
」
を
通
し
、
た

ば
こ
の
害
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
大

変
好
評
で
し
た
口
「
近
年
、
若
い
友
性

の
喫
煙
者
が
急
増
す
る
中
で
自
分
だ

け
で
な
く
、
子
供
、
家
族
の
健
康
を
考

え
る
上
で
、
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
な
の
で

少
し
ず
つ
活
動
の
輸
を
広
げ
て
い
き

た
い
」
と
い
う
双
里
会
長
の
抱
負
も

聞
か
れ
ま
し
た
の

「
ヤ
ニ
ケ
ン
」
に
つ
い
て
の
問
い
合

わ
せ
は
、
村
保
健
セ
ン
タ
ー
(
稔

3
7

1
0
2
4
A
)
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

塩大
沢 野

「
低
温
保
管
米
」
と
は
?

備
蓄
さ
れ
る
大
事
な
「
お
こ
め
」

は
、
そ
の
「
お
い
し
さ
」
が
そ
こ
な

わ
れ
な
い
よ
う
、
日
度
以
下
の
低

温
で
保
管
さ
れ
、
「
味
」
や
「
栄
養

分
」
は
も
と
よ
り
害
虫
や
カ
ピ
か

ら
お
米
を
守
り
ま
す
。

ど
と
で
売
っ
て
い
る
の
?

福
島
県
に
登
録
し
た
「
登
録
小

売
応
」
で
「
た
く
わ
え
く
ん
」
の
愛

称
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

うつくしま県民の翼に
安藤さん(蒜生)選ばれる

安斎キチさんは、平成12年度の

うつくしま県民の翼(男女共同参画

研修コース)のオラン夕、コ スに選

ばれました。

研修期間は、 10月3日から10月

14日の12日間の予定で実師されま

す。

画
問
い
合
わ
せ
先

福
島
食
樫
事
務
所
計
画
流
通
謀

梅
島
市
浜
田
町
1

9

2
0
2
4
1
5
3
4
1
4
1
4
1
 

福
島
食
糧
事
務
所
郡
山
支
所
流

通
消
費
係
郡
山
市
川
向
1
2
8

2
0
2
4
l
9
3
7
1
3
9
8
0
 

この宝くじの収益金は、市町村の行う公共事業
1;::役立てられます。
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広報たまかわ

須
釜
申
R
T
A
そ
ば
打

須
釜
中
2
学
年
P
T
A
の
、
王
催

に
よ
る
家
庭
教
育
学
級
が
こ
の
程

開
催
さ
れ
、
あ
ぶ
く
ま
高
原
昔
そ

ば
の
会
の
会
長
、
車
田
幸
司
さ
ん

の
指
導
の
も
と
、
そ
ば
打
ち
に
挑

戦
し
ま
し
た
口
鈴
木
義
一
教
養
委

員
長
さ
ん
製
作
の
素
晴
ら
し
い
参

加
呼
び
か
け
の
チ
ラ
シ
の
か
い
も

あ
り
、
多
く
の
人
が
集
ま
り
ま
し

た
。
そ
ば
打
ち
は
初
め
て
と
い
う

人
も
多
く
、
粉
ま
み
れ
に
な
り
な

が
ら
も
、
熱
心
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
最
後
に
、
自
分
達
の
作
っ
た
そ

玉一小で
道徳教育γ

体験学習

玉
川
第

一
小
学
校
児
童

・
5

年
生
が
相
手
の
立
場
に
立
っ
た

教
育
を
と
、
自
分
た
ち
が
作
っ

た
塗
り
絵
な
ど
持
参
し
、
泉
保

育
所
な
ど
を
訪
問
し
、
園
児
た

ち
と
遊
び
を
通
じ
て
学
校
で
は

学
べ
な
い
体
験
を
し
ま
し
た
。

平成12年7月広報たまかわ

第画'U-15ユース選挙権福島県大会

村民クランドで開催

福島県大会は、県内中学生をメンバーとしたクラブ

で玉)IIFCチームの他・ 3チームが参加しリーグ戦で、

6月10・11日の2日間にわたり開催され、 1日目が村

民グランド、 2日目がいわき市の呉羽総合グランドで

熱戦が繰り広げられました。玉川 FCチームは善戦む

なしく敗退してしまいましたが3ゴールを決めました。

第53固 :玉川山野草展
涼しげな山野草がいっぱい

験

ば
を
試
食
し
ま
し
た
が
、
感
想
は
や
は

り
「
美
味
し
い
」
の

一
言
で
し
た
。

購学翠
入校章
資図 P
金書ろ
を言
贈 E
a.... 会

須
釜
中
暦
代
P
T
A
会
長
O
B
会

(大
木
古
邦
会

長

・
会
員
幻
名
)
で
は
、
平
成
9
年
度
に
中
学
校
創

立
日
周
年
記
念
と
し
て
ス
ポ
ー

ツ
大
会
の
出
場
選
手

応
援
用
の
横
断
幕
二
張
を
贈
呈
し
、
今
回
も
ひ
き
つ
づ

き
O
B
会
の
活
動
計
画
で
学
校
図
書
の
充
実
を
掲
げ
、

会
員
の
協
力
に
よ
り
こ
の
度
、
回
万
円
の
学
校
図
書

購
入
資
金
が
で
き
、
贈
呈
式
を
6
月
初
日
須
釜
中
校

長
室
で
行
い
、
大
木
会
長
か
ら
須
釜
伸
幸
生
徒
会
長
へ

学
校
図
書
購
入
資
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

指
玉
県
玉
川
村
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
と
交
流

村
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、

埼
玉
県
玉
川
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
、
交
流
試
合

を
行
い
ま
し
た
。

1
日
は
、
マ

1
ヴ
ェ
ラ
ス
末
広
に
て
、
歓
迎

セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
来
賓
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
福
島
県
玉
川
村
ス
ポ
少
代
表
の
吉
村
達
也

く
ん
が
歓
迎
の
こ
と
ば
を
一世間

っ
た
あ
と
、
埼
玉

県
玉
川
村
ス
ポ
少
の
代
表
堀
口
敬
雅
く
ん
が
お

礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
懇
親
会
に
入
り
ま
し
た
口

2
日
は
、
村
氏
グ
ラ
ン
ド
で
両
チ

1
ム
が

A
・
B
チ
l
ム
に
分
か
れ
て
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

身保障害者総合体育大会金メダル5個
第38ロ福島県身体障害者総合億育大会が開かれまし

た玉川村から 10名の選手が出場し熱戦を繰り広げ、金

メダル51園、銀メダル31圏、銅メ夕、ル11回を獲得する優

秀な成績を収めました。

泉
一申
で
道
一
徳
一
教
育
連
携
'

推
進
講
座
開
催

麟

こ
の
講
座
は
、
岩
瀬
・

石
川
地

区
の
小
中
学
校
教
員
必
名
及
び

P

T
A
役
員
等
が
集
ま
り
、
学
校
と

地
域
や
家
庭
が
そ
れ
ぞ
れ
連
携
し

合
い
な
が
ら
、
道
徳
教
育
の
一
一
層

の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
で
、

道
徳
の
授
業
参
観
や
子
供
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
を
願
う
た
め
の
研

究
協
議
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

五)11山野草会(奨野四郎会長)主催による第53[gJ玉)11山野草展が

就業改善センター日本間で聞かれました。

出野草展には、会員39人で245点、が出罰されました。会場には、

村内はもとより村外からも大勢の山野草ファンが鑑員に訪れました。

また、出昌作自の審査は、須賀川市たちばな園芸庖の小針正三さ

んなどが審査にあたりました。
須賞川市桜岡・高野新聞后の高野昭雄さんは新聞居間庖

10周年の記念として、玉川村と須翼川市の小中学校のミ子

供たちに、 20世紀の出来事を賞えて轟いたく、 20世紀年

表を村教育委員会の小林教喬長に手渡しました。

教育委員会では、各学校に配布いたしました。

r20世紀年表jを各学校に寄贈

8 

ク
一子

ツ
一代
勝

一郎
実
雄
カ
-
ク
-
子

弘

徳
ナ
一
ト
一
秋

ナ
一常

四

里
倉

国
一回
賀
一
越
野
井
木
田
一里一藤

一

一

口

木

一

一

添
一車
有
一
大
奥
石
久
添
一
双
一
須

双

長

郎

ツ

JJi年

弘子
良仲
スイ子

四

ナ

野

田

賀

倉
井
井

奥

添

有

長
瀞
石

ナカヨ

仲
一郎
実
一
代
子
ノ
雄
ク

一

ケ
一常
昭
タ
徳
ト

ハルイ

良

j羽

野

村 長賞
会長 賞
村議会議長賞

「福島民報新聞社賞

あづま観光社賞

金 賞 |溝井

賞 |奥野
|石井

車田
大和田
本自
久保木
双旦

藤

草

イ左

賞

賞
一賞

別

力

i.R 

特

努

主同

v 

~ 左r.f福島県玉川村チーム、右が埼玉県玉川村チーム
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一 時

じうrm匝~rmの健康ごよみ
竃7月

3歳児健診

午後 1時~

25日(火)機能訓練

午前10時~

28日(金)山鳩会・・

午前10時~

須彊川消防署庁舌を、三子供たちに開放し、体験ゴーナ

ーを通して楽しみながら災害時における賓の守り方を掌
んでもらう目的で開催いたします。

平
成
ロ
年
度
須
賀
川
地
方
広
域

消
防
職
員
(
高
卒
程
度
)
採
用
候
補

者
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

耳
慣
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

消
防
職
5
名
程
度

画
受
験
資
格

昭
和
閃
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和

問
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

圃
試
験
方
法

-
第

一
次
試
験

(
教
養
訊
験
)
社
会
、
人
文
、
自
然

に
関
す
る

一
殻
知
識
及
び
文
章
理

解
、
判
断
推
理
、
数
的
推
理
に
関

お
気
軽
に
税
金
相
談

税
に
関
す
る
窓
口
と
し
て
税
務

相
談
室
が
あ
り
ま
す
。

税
務
相
談
室
は
、
国
税
局
税
務

相
談
室
(
仙
台
北
税
務
署
内
)
の
ほ

か
、
税
務
相
談
室
の
分
室
と
し
て
、

仙
台
中
、
盛
岡
、
福
島
、
郡
山
、

会
津
若
松
、
秋
田
南
、
青
森
、
八

記

平成12年8月6日(日)

午前 10時から午後2時まで

須賀川消防署

梯吾輩試乗体験コーナーなど楽しいイベン

トがいっぱい、ご!家E知前っておいでください。

ちびっ吾ファイヤーマンj

時

f君が、

日

場所

イベン卜

(容
麗

(柑
直
長
)彊

一時
謹

一管
賓
一時
噴
煙

寝

泊

.8月

2日(水)

4日(金)

8日(火)

濁 :受付時間

す
る

一
般
知
能
、
国
語
、
社
会

な
お
、
作
文
の
課
題
は
当
日
提

示
す
る
。

-
第
二
次
試
験

口
述
試
験
、
体
力
検
査
、
健
康

診
断
、
身
上
な
ど
の
調
査

画
試
験
の
期
日
、
場
所
及
び
結
果

の
通
知

・
第

一
次
試
験
9
月
口
日
(
日
)須

賀
川
市
中
央
公
民
館

-
第
二
次
試
験
日
月
下
旬
予
定

(
口
述
試
験
)
須
賀
川
市
役
所

(
体
力
検
査
)
須
賀
川
広
域
消
防
本
部

結
果
に
つ
い
て
は
、
合
否
に
か

か
わ
ら
ず
通
知
し
ま
す
。
不
明
な

点
は、

須
賀
川
地
方
広
域
消
防
本

部
総
務
課
(
岱

0
2
4
8
1
%
|

3
1
1
1
)
 

戸
、
山
形
及
び
酒
田
の
各
税
務
署

内
と
仙
台
南
税
務
署
の
定
期
相
談

所
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
忙
し
い
方
や
遠
隔
地
の

方
の
た
め
に
は
、
電
話
に
よ
る
相

談
「
タ

ッ
ク
ス
ア
ン
サ

i
」
と
解
説

文
の
フ

ァ
ク
シ
ミ
リ
サ
ー
ビ

ス
も

行
っ

て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、

最
寄
り
の
税
務
署

や
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ

3

0
 

、ν

記
・北須 釜の関根勝ーさんから

・四辻新田の石森邦彦さんから

・匹i辻新田の須田勝也さんから

・東京玉川会の鈴木正賢さんから

(村社会福祉協議会)

寄付ありがとうございます
下記の方々から社会福祉活動資金と して寄付をいただきましたD

厚く御礼申し上げます。

.J!f 辺の坂本由ーさんから

・小 高の橋本能理夫さんから

・小 高の荻田冨雄さんから

・岩法寺の佐久間浩幸さんから

・竜崎の鈴木忠雄さんから

|お誕生おめでとうございま空j
(6月届出分)

保護者名
募集種目 募集人員 シで も 資格 J 受付期間 f τ試験期日

高卒(見込)
推薦 人文 社会料学等足立 9月6 日~9月8日 9月 16日~17日

防衛大学 約 858
21歳未満の者

綬学生
トー一一一ー一一一

理工学専攻

一 般 約375名 高卒(見込)
9月 1 4日~ 1 0月 13日

1 次 11 月 1 1~12日|
21歳未満の者 2ì欠 12月 1 2~15日

防1話医料大学校ミ孝生 約 65名
高卒(見込)

9母 14日~ 10月 13臼
1 次 11 月4~5 日

21歳未満の者 2次 12毘6~8日

IEJ司
1次 9月23日

航空学生
海約 70名 高卒(見込)

8月ア臼~9月8日 2 ì欠 10月 1 4~19日
空約 70名 21歳未満の者

3次 (空)11 月 126~12月8日

卒 看護学生 陸約100名
高土戸 (見込) |1次 10月26臼
22歳未満の女予 9月 14日~ 10月 13日 2次 11 月22~23日

陸約400名
18篇以上 1)欠 9月16日

等 一般菖候補学生 海約390名
24歳未満の者

8月ア臼~9月8日
2次 10局4~9日

空約400名

径約1850名
18歳以上 1)欠 9月168

警候補土 i毎約 450名
27歳未満の蓄

8月ア日~9月8臼
2ì.欠 10尽4~9 日

室約 460名

男ミ子 約5100名
18歳以上 年間を通じて行ってお

9月18日
2等 27歳采j高の者 ります。

援 i湾
径約500名

~土
女三子 海約 85名

18歳以上
8月ア日~9月8日 9月25~26日

空約100名
27歳未満の者

申支-.-丈

陸約250名
中卒(見込) 11月6日~ 1次 13年1月7日

自衛隊生徒 j毎約 60名
17歳未満の男予 13年1月5己 2次 13年 1 月20~24日

空約 50名

集募官一-f皐1自
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マイ力一等乗り入札自粛のお願い

九州・沖縄サミット等が行われる

開催都市や周辺地域では、車両等の

大幅な交通混雑が予想されます。交

通渋滞緩和のため開催地等への車の

流入の抑制、又{立、運行己時の調整

をお願いしております。各会議の開

{窪田時は次のとおりとなっています0

・東京都

平成12年ア月 19日(水)から平成

12年7月21日(金)まで

-沖縄県

平成12年7月21日(金)から平成

12年7月24日(月)まで

皆様のご協力をお願い致します。

弘

徳

彦

自

康

平日

健

すくすくクラブ

午前10時~

1歳 6カ月児健診 ・・

午後 1時~

9~10力月兜健診

午後 日寺30分~

ツベルクリン反応検査・ ・

午後 1時~

10日(木〉ツベルクリン判定及びBCG接種

午後 18寺 ~

11日(金)機能訓練

午前10時~

16日(水) 3~4カ月児健診

午後 1時30分~

寧:保健センター

公立 :公立岩瀬病院

村のようす
(12年ア尽 18現在)

出生児氏名

二千謝

野孝平

小針英琳

智穂 梨

塩j畢

上

A 、
オ司王

区

寺法
山

一

ね

立

国

立

回

叫

"，奇

崎

l崎

I白

二王立与

屯

1，811戸 (-2)

7，606人 (-3)

3，754人 (-3)

-
回

M
M
畠

V
2

花
愁
短
歌
会
玉
川
支
部
詠
草
集
||
|
村
公
民
館

湯
の
痛
に
枕
並
べ
て
老
ク
ら
の
個
性
豊
か
に
軒
の
コ
ー
ラ
ス

真
弓

ti 
ん

甫
よ
り
テ
レ
ビ
の
伝
う
花
だ
よ
り
わ
が
里
は
未
だ
吹
雪
く
夕
暮
れ

溝
井
は
な
よ

そ
よ
風
に
背
戸
の
白
梅
綻
び
て
日
毎
訪
い
来
る
特
の
一
羽
は

曲
山
き
く
み

お
釈
迦
さ
ま
誕
生
の
日
の
甘
恭
な
ど
戴
い
マ
ゆ
く
参
道
す
じ
に

金
那
木
き
み

未
だ
き
よ
リ
窓
に
聞
-
」
ゆ
る
う
ぐ
い
す
の
声
の
し
き
り
に
長
閑
さ
運
ぶ

川
崎
美
智
子

知

名
出

主

届

帯
何

世

由

雅

一

一一

一

品

浩

忠

卯

邦

勝

齢

6

年

6

好

雄

幸

雄

彦

也

69 

79 

88 

53 

70 

73 

69 

81 

死亡者氏名

坂本文男

真弓雅 一

橋本賀代

荻田富二郎

佐久間勇

鈴木弘次

関根ヨシノ

石森トミエ

須田千代

地区

川辺

蒜生

小 高

小 高

岩法寺

竜崎

北須釜

四辻新田

四辻新田

3，852人(:t0) 

今
月
の
納
税

国
民
健
康
保
険
税

国
民
年
〈
孟
保
険
料

第

1

期

7
月
保
隙
料

【納
期
限
は

7
月
目
白
(火
)
で
す
。

忘
れ
ず
仁
納
め
ま
し
ょ
う
】

さ
る
な
し
俳
句
会
五
月
詠
草

号
砲
一
発
雨
月
の
宮
を
脅
や
か
す

老
鴬
の
次
の
声
待
つ
無
往
寺

由

言己

社
若
お
恭
汲
む
祖
母
の
客
と
な
り

華

見
送
れ
る
夫
陽
炎
の
中
に
あ
り

真

知

笑
い
じ
わ
数
え
て
夜
半
の
は
た
た
神

イニ

美

母
の
掌
の
ぬ
く
も
り
伝
ふ
柏
餅

美

ヰ支

雷
に
生
命
の
重
さ
数
唱
え
ら
る

手

賀

1 1 



私
の
ふ
る
さ
と
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シリーズ

今日の食卓 @

育

賀

良

ー

愛
知
県
一
宮
市

i

こ
さ
ん
(
吉
)

一
宮
市
は
、
愛
知
県
の

北
西
部
に
位
置
し
、
名
古

屋
市
と
岐
阜
市
と
の
中
間
、

濃
尾
平
野
の
真
中
に
あ
り
ま
す
。

と
に
か
く
平
ら
で
あ
る
と
い
う
の

が
特
徴
で
す
。

人
口
約
幻
万
人
の
地
方
都
市
で
、

か
つ
て
は
毛
織
物
の

一
大
生
産
地

と
し
て
、
社
会
科
の
教
科
書
に
は

必
ず
出
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
ど

う
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

高
校
卒
業
ま
で
を
過
ご
し
ま
し

た
が
、

一
宮
市
の
ピ
ッ
ク
イ
ベ
ン

「夏です。食中毒に気をつけましようJ
梅雨どきから、 9月にかけ、 1年でもっとも多く食中毒が集中し

て発生します。

舎月は、安全なお弁当作りのポイントと霊のお弁当に向くおか

ずを2晶を紹介します。

霊のお弁当作りのポイントは、

( 1 )おかず等は、完全に火を通しましょう。 (2)汁気を少なく仕上

げましょう。 (3)過熱後は包丁を入れないようにしましょう。 (4)

酢などの殺菌力のあるものを使いましょう。 (5)ごはんとおかず

は、別容器で。

(6)お力、ずは、種類別に仕切ってつめましょう。

以上の6つを守り、安全でおいしいお弁当を作りましょう。

今月のお題は

ト
は
、
織
物
の
感
謝
祭
と
し
て

の
七
夕
ま
つ
り
で
す
。
市
の
中

心
部
に
並
ぶ
飾
り
つ
け
は
、
見

事
な
も
の
で
、
子
供
の
こ
ろ
最

大
の
楽
し
み
の

一
つ
で
し
た
。

仙
台
・
平
塚
の
七
夕
ま
つ
り
と

と
も
に
、

三
大
七
夕
ま
つ
り
と

称
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

そ
の

一
宮
市
が
、
随
分
近
く

に
感
じ
ら
れ
る
様
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
東
方
約
叩
キ
ロ

に
、
名
古
屋
空
港
が
あ
る
か
ら

で
す
。

あ
の
シ
ル
バ
ー
と
赤
の
双
発

プ
ロ
ペ
ラ
機
を
見
る
度
に
、
つ
い
故

郷
を
思
い
出
し
て
し
ま
い
ま
す
。

『鶏肉の南蛮漬け風j1人分エネルギー 263Kcal

-拘料{4人分}ー ・ごぼう 80g r醤油、酢、だし汁

・鶏もも(度っき)280g ・人参 40g 各大さじ2

・しようが汁少量 ・揚げ油 空|砂糖小さじ 1
・小麦粉適量 ハ|赤とうがらし

L(小口切り)少量
一作り方一
(1)肉は一口大にそぎ切りにしてしょうが汁をまぶす。

ごぼうは斜め切りでアクを扱く、人参は輪切り。

(2)油を熱し、肉に小麦粉をまぶし唐揚げ、人参は素揚げにする。

(3)漬け汁を作り、 (2)を10分位漬け込む。

水気をよく切り、弁当に入れる。

fグリーンアスパラの梅肉和え』
ー材料(4人分}ー

・クリーンアスパラ小8本

一作 り 方 ー

(1)アスパラは3つ4つに切り、ラップで包み、電菩レンジ(500w)
で30秒位過熱する。

(2)酢、梅肉を和える。

9Kcal 

-梅肉小さじ2

1人分エネルギー

-酢小さじ2

E孟重量且長重-届置

心に残る
我がふるさと

東京都清瀬市

組

飯山和三子さん

『若葉香る玉JftJ

玉
川
村
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。

福
島
空
港
が
で
き
、
間
も
な
く

東
北
自
動
車
道
と
直
結
さ
れ
る
と

の
事
、
ま
す
ま
す
玉
川
村
が
近
く

な
っ
て
き
ま
し
た
、
私
は
大
変
嬉

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

福
島
空
港
が
建
設
さ
れ
て
い
る

所
の
一
部
は
、
今
は
亡
き
父
が
松

の
苗
木
を
植
え
た
「
あ
ま
づ
っ
み
」

と
い
う
名
の
山
林
で
し
た
。
行
く

途
中
に
は
「
か
ん
か
ね
池
」
が
あ

り
、
い
つ
も
無
気
味
な
位
水
を

満
々
と
貯
え
て
お
り
、
私
は
恐
ろ

し
く
て
足
早
に
通
り
す
ぎ
て
い
ま

し
た
。
曲
が
り
く
ね
っ
た
道
を

一

時
間
位
歩
き
桑
畑
を
過
ぎ
る
と
到

着
で
す
。
今
管
制
塔
が
建
っ
て
い

る
あ
た
り
で
お
昼
時
に
は
、
篠
竹

で
箸
を
手
作
り
し
、
冷
た
い
清
水

で
喉
を
潤
し
ま
し
た
。
こ
の
体
験

は
私
に
と
っ
て
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

の
原
点
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
、
娘 (北須釜出身・宗形友三さんの義妹)

二
人
は
小
学
校

一
年
生
の
時
か
ら

入
団
し
、
私
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
し
て
き
ま

し
た
。
現
在
は
親
子
三
人
地
元
清

瀬
市
で
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

緑
豊
か
な
玉
川
で

一
番
好
き
な

時
期
は
、
新
芽
が
出
て
若
葉
の
香

り
が

一
面
に
漂
う
田
植
え
の
頃
で

す
、
こ
ち
ら
で
は
味
わ
う
こ
と
の

で
き
な
い
本
当
の
お
い
し
い
空
気

だ
と
思
い
ま
す
。
主
人
も
娘
た
ち

も
玉
川
村
が
大
好
き
で
す
。
自
分

の
帰
る
と
こ
ろ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
発
展
し

活
力
あ
ふ
れ
る
玉
川
村
と
な
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。
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( 東京副会では常時会員を募集反います;詳しくは;役場-盃一間諒宮rDIIIi百二4言及で I 




